
平
和
へ
の
想
い｣

の
放
映

後
、
黙
と
う
。
主
催
者
挨

拶
で
磯
田
市
長
は
、
互
尊

文
庫
を
整
備
し
戦
災
資
料

館
を
恒
久
的
な
伝
承
施
設

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
や

長
岡
空
襲
史
実
と
平
和
へ

の
思
い
を
次
の
世
代
に
伝

え
る
取
組
を
行
っ
て
い
く

こ
と
な
ど
を
表
明
。
続
い

て
、
松
井
市
議
会
議
長
挨

拶
後
、
代
表
者
に
よ
る
献

花
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
長
岡
空
襲
の
お

話
で
は
、
当
時
７
歳
で
国

民
学
校
２
年
生
の
星
野
榮

子
さ
ん
が
、
父
と
５
歳
の

弟
を
亡
く
さ
れ
た
空
襲
体

験
を
次
の
よ
う
に
話
さ
れ

た
。最

初
に
防
空
壕
に
入
っ

た
が
入
口
が
燃
え
、
後
ろ

の
口
か
ら
逃
げ
た
る
と

｢

電
柱
が
火
を
噴
い
て

ボ
ー
ボ
ー
と
燃
え
て
い

た
。
父
は
５
歳
の
弟
を
お

ん
ぶ
し
て
、
母
は
私
と
２

(1)第1118号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2022年8月11日

続
き
縮
小
し
て
の
開
催

で
、
連
合
中
越
地
協
も
実

行
委
員
会
構
成
団
体
と
し

て
参
加
し
た
。

式
典
は
、｢

語
り
継
ぐ

ア
オ
ー
レ
長
岡
で
は
、

８
月
１
日(

月)

午
前
９
時

か
ら
長
岡
市
平
和
祈
念
式

典
が
開
か
れ
た
。
参
加
者

は
約
２
５
０
人
。
昨
年
に

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

太
鼓
演
奏
、
平
和
を
祈
る

記
念
演
奏
曲
を
披
露
。
終

盤
に
は
、
地
元
の
デ
ュ
オ

ひ
な
た
が
熱
唱
。
平
和
へ

の
願
い
を
歌
に
込
め
た
。

会
場
に
は
、
平
和
へ
の

願
い
を
込
め
た
市
民
手
作

り
の
灯
篭
も
飾
ら
れ
た
。

連
合
中
越
地
協
は
毎
年

参
加
し
て
お
り
、
こ
の
日

も
、
午
前
中
の
準
備
と
開

演
対
応
や
後
片
づ
け
を

行
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
主
催

者
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

中
学
生
の
作
文
、
標
語
や

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
平
和
作

品
募
集
入
賞
者
に
よ
る
作

品
の
解
説
と
平
和
へ
の
思

い
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
長
岡
空
襲
紙
芝

居｢

み
ち
こ
の
い
の
ち｣

の

公
演
が
行
わ
れ
た
。

第

28
回
平
和
の
森
コ

ン
サ
ー
ト
が
７
月

31
日

(

日)

17
時
か
ら
行
わ
れ

た
。
今
年
も
参
加
者
を
縮

小
し
、
公
園
側
に
約

80

人
、
対
岸
に
も

70

人
程

が
集
っ
た
。

畠
山
実
行
委
員
長
挨
拶

に
続
い
て
早
速
コ
ン
サ
ー

ト
が
ス
タ
ー
ト
。
地
元
表

町
小
学
校
の
鼓
笛
隊
、
和

受
け
、
時
間
短
縮
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

警
防
団
の
人
が
水
を
か
け

て
く
れ
た
。
神
社
に
爆
弾

が
落
ち
た
。
母
は
『
か
あ

ち
ゃ
ん
と
叫
ぶ
弟
の
声
を

聞
い
た
よ
う
だ
』
と
い
う

が
、
父
と
弟
を
見
失
っ

た
。
焼
け
焦
げ
た
遺
体
の

あ
る
光
景
を
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
父
は
忠
魂

碑
の
傍
で
な
く
な
っ
て
い

た
。
弟
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
戦
争
ほ
ど
悲
し

く
て
つ
ら
い
も
の
は
な

い
。
８
月
１
日
に
白
菊
と

い
う
花
火
が
打
ち
あ
が
る

と
手
を
合
わ
せ
る｣

と
述

べ
ら
れ
た
。

式
典
最
後
に
は
、
小
西

さ
ん(

東
中
学
校)

が
、

｢

非
核
平
和
都
市
宣
言｣

を

朗
読
し
閉
会
し
た
。

花
と
折
り
鶴
奉
納
が
行
わ

れ
た
。

ま
た
、
平
和
学
習
実
践

発
表
で
は

22
年
度
平
和

学
習
助
成
校
の
市
立
表
町

小
学
校
が
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。

第

15
回
な
が
お
か
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
８
月

１
日(

月)
午
前

10
時
30

分
か
ら
ア
オ
ー
レ
長
岡
ア

リ
ー
ナ
で
開
か
れ
、
約
１

０
０
人
程
が
参
加
。
昨
年

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止

し
た
が
、
感
染
症
の
拡
大

状
況
と
イ
ベ
ン
ト
開
催
制

限
や
他
の
長
岡
市
主
催
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
状
況
等
を

歳
の
弟
と
逃
げ
た
。
父
の

背
中
を
見
た
の
が
父
と
私

の
最
後
と
な
っ
た
。
平
潟

神
社
に
逃
げ
た
が
、
火
の

粉
は
吹
雪
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
飛
行
機
が
来
る
と
身

を
付
せ
、
防
空
頭
巾
に
は

平
和
の
森
公
園
で
は
１

日
８
時
か
ら｢

平
和
祈
願

祭｣
が
行
わ
れ
、
市
内
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
ら
約

２
４
０
人
程
が
集
っ
た
。

最
初
に
黙
と
う
。
次
に

平
和
像
の
話
（
岡
島
教
職

員
組
合
執
行
委
員
長)
、

磯
田
市
長
あ
い
さ
つ
、
献

長
岡
市
内
で
は
感
染
防
止
対
策
取
り
平
和
関
連
事
業

７
月

31
日
・
８
月
１
日
に
平
和
の
祈
り

長
岡
空
襲
か
ら
77
年
。
コ
ン
サ
ー
ト
、
平
和
祈
願
祭
・
祈
念
式
典
等

平
和
の
森
公
園
で
は
８
時
か
ら

２
０
２
２
平
和
祈
願
祭

７
月
23
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ

Ｎ
Ｅ
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
ろ
う

き
ん
と
の
コ
ラ
ボ
事
業
で
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
収
穫
祭
が
行
わ
れ

た
。
当
日
は
雨
で
現
地
集
合
し

て
の
判
断
で｢

中
止｣

に
は
な
っ

た
が
、
一
先
ず
畑
に
行
っ
て
み

る
と
日
頃
の
行
い
が
良
か
っ
た

の
か
少
し
の
間
雨
が
や
み
、
諦

め
て
い
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
が

で
き
、
掘
っ
て
み
る
と
大
き
い

の
か
ら
小
さ
い
の
ま
で
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
土
の
中
か
ら
出
て
き
た
。

一
緒
に
参
加
し
た
女
性
陣
も
喜

ん
で
体
験
し
て
い
た
▼
自
分
の

労
組
か
ら
女
性
が
参
加
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
は
、
貴
重
な
財
産

と
な
り
、
今
ま
で
体
験
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
声
掛
け
も

弱
く
、
役
員
だ
け
の
参
加
だ
っ

た
が
、
こ
れ
を
期
に
口
コ
ミ
等

で
横
展
開
し
、
大
勢
の
組
合

員
・
家
族
か
ら
参
加
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
野
外
の

イ
ベ
ン
ト
は
天
候
に
左
右
さ
れ

ま
す
が
、
参
加
し
て
み
る
と
楽

し
い
も
の
で
、
話
を
聞
く
セ
ミ

ナ
ー
と
は
違
っ
て
体
を
動
か

し
、
色
ん
な
職
種
の
方
と
交
流

が
で
き
る
の
も
良
い
も
の
で
す

▼
作
業
し
体
を
動
か
し
た
後
の

飯
も
旨
く
感
じ
、
当
日
Ｕ
Ｎ
Ｅ

作
成
弁
当
は
格
別
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
暑
い
夏
も
終
わ
り
収
穫

の
秋
を
迎
え
、 

今
後
収
穫
祭
の

イ
ベ
ン
ト
も
企
画
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
方
か
ら
参
加
し
て
も
ら

い
自
然
と
の
触
れ
合
い
堪
能
し

て
い
た
だ
き
、
収
穫
す
る
喜
び

を
感
じ
る
一
日
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

副議長

番場 睦≪№57≫

   あたご3

８
月
１
日
、
ア
オ
ー
レ
長
岡

第

15
回
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

例
年
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
平
和
関
連
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
感
染
防
止
対
策
が
取
ら
れ
た
中
で
開
催

さ
れ
た
。
長
岡
市
内
で
は
、
７
月
31
日(

日)

に
平
和
の
森
公
園
で
第
28
回
平
和

の
森
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
８
月
１
日(

月)

に
は
、
同
公
園
で
平
和
祈
願
祭
、

ア
オ
ー
レ
長
岡
で
長
岡
市
平
和
祈
念
式
典
と
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。
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７
月

31
日
、
平
和
の
森
公
園
で

第

28
回
コ
ン
サ
ー
ト



平 和 宣 言
母は私の憧れで、優しく大切に育ててくれました。そう語る、当時、16 歳の女性は、母の心尽くしのお弁

当 を持って家を出たあの日の朝が、最後の別れになるとは、思いもしませんでした。77 年前の夏、何の前

触れ もなく、人類に向けて初めての核兵器が投下され、炸裂したのがあの日の朝です。広島駅付近にいた女

性は、 凄まじい光と共にドーンという爆風に背中から吹き飛ばされ意識を失いました。意識が戻り、まだ火

がくす ぶる市内を母を捜してさまよい歩く中で目にしたのは、真っ黒に焦げたおびただしい数の遺体。その

中には、 立ったままで牛の首にしがみついて黒焦げになった遺体や、潮の満ち引きでぷかぷか移動しながら

浮いてい る遺体もあり、あの日の朝に日常が一変した光景を地獄絵図だったと振り返ります。

ロシアによるウクライナ侵攻では、国民の生命と財産を守る為政者が国民を戦争の道具として使い、他国の 

罪のない市民の命や日常を奪っています。そして、世界中で、核兵器による抑止力なくして平和は維持でき 

ないという考えが勢いを増しています。これらは、これまでの戦争体験から、核兵器のない平和な世界の実 

現を目指すこととした人類の決意に背くことではないでしょうか。武力によらずに平和を維持する理想を追 

求することを放棄し、現状やむなしとすることは、人類の存続を危うくすることにほかなりません。過ちを 

これ以上繰り返してはなりません。とりわけ、為政者に核のボタンを預けるということは、1945 年 8 月 6 
日 の地獄絵図の再現を許すことであり、人類を核の脅威にさらし続けるものです。一刻も早く全ての核のボ

タ ンを無用のものにしなくてはなりません。

また、他者を威嚇し、その存在をも否定するという行動をしてまで自分中心の考えを貫くことが許されてよ 

いのでしょうか。私たちは、今改めて、『戦争と平和』で知られるロシアの文豪トルストイが残した「他人

の 不幸の上に自分の幸福を築いてはならない。他人の幸福の中にこそ、自分の幸福もあるのだ」という言葉

を かみ締めるべきです。

今年初めに、核兵器保有 5 か国は「核戦争に勝者はなく、決して戦ってはならない」「ＮＰＴ（核兵器不

拡散 条約）の義務を果たしていく」という声明を発表しました。それにもかかわらず、それを着実に履行し

よう としないばかりか、核兵器を使う可能性を示唆した国があります。なぜなのでしょうか。今、核保有国

がと るべき行動は、核兵器のない世界を夢物語にすることなく、その実現に向け、国家間に信頼の橋を架

け、一 歩を踏み出すことであるはずです。核保有国の為政者は、こうした行動を決意するためにも、是非と

も被爆 地を訪れ、核兵器を使用した際の結末を直視すべきです。そして、国民の生命と財産を守るために

は、核兵 器を無くすこと以外に根本的な解決策は見いだせないことを確信していただきたい。とりわけ、来

年、ここ 広島で開催されるＧ７サミットに出席する為政者には、このことを強く期待します。 

広島は、被爆者の平和への願いを原点に、また、核兵器廃絶に生涯を捧げられた坪井直氏の「ネバーギブア 

ップ」の精神を受け継ぎ、核兵器廃絶の道のりがどんなに険しいとしても、その実現を目指し続けます。 

世界で 8,200 の平和都市のネットワークへと発展した平和首長会議は、今年、第 10 回総会を広島で開催し

ま す。総会では、市民一人一人が「幸せに暮らすためには、戦争や武力紛争がなく、また、生命を危険にさ

ら す社会的な差別がないことが大切である」という思いを共有する市民社会の実現を目指します。その上

で、 平和を願う加盟都市との連携を強化し、あらゆる暴力を否定する「平和文化」を振興します。平和首長

会議 は、為政者が核抑止力に依存することなく、対話を通じた外交政策を目指すことを後押しします。

今年 6 月に開催された核兵器禁止条約の第 1 回締約国会議では、ロシアの侵攻がある中、核兵器の脅威を

断 固として拒否する宣言が行われました。また、核兵器に依存している国がオブザーバー参加する中で、核

兵 器禁止条約がＮＰＴに貢献し、補完するものであることも強調されました。日本政府には、こうしたこと

を 踏まえ、まずはＮＰＴ再検討会議での橋渡し役を果たすとともに、次回の締約国会議に是非とも参加し、

一 刻も早く締約国となり、核兵器廃絶に向けた動きを後押しすることを強く求めます。 

また、平均年齢が 84 歳を超え、心身に悪影響を及ぼす放射線により、生活面で様々な苦しみを抱える多く

の 被爆者の苦悩に寄り添い、被爆者支援策を充実することを強く求めます。

本日、被爆 77 周年の平和記念式典に当たり、原爆犠牲者の御霊に心から哀悼の誠を捧げるとともに、核兵

器 廃絶とその先にある世界恒久平和の実現に向け、被爆地長崎、そして思いを同じくする世界の人々と共に

力 を尽くすことを誓います。

                   令和４年（２０２２ 年）８月６日 広島市長 松井 一實

長 崎 平 和 宣 言

核兵器廃絶を目指す 原水爆禁止世界大会が初めて長崎で開かれたのは1956年。このまちに15 万人もの死傷者をもたら

した原子爆弾の投下から11年後のことです。
被爆者の 渡辺千恵子さんが会場に入ると、カメラマンたちが一斉にフラッシュを焚きました。 学徒動員先の工場で16

歳の時に被爆し、崩れ落ちた鉄骨の下敷きになって以来、下半身不随の渡 辺さんがお母さんに抱きかかえられて入って

きたからです。すると、会場から「写真に撮るのは やめろ！」「見世物じゃないぞ！」という声が発せられ、その場は
騒然となりました。
その後、演壇に上がった渡辺さんは、澄んだ声でこう言いました。

「世界の皆さん、どうぞ私を写してください。そして、二度と私をつくらないでください」。
核保有国のリーダーの皆さん。この言葉に込められた魂の叫びが聴こえますか。「どんなことが あっても、核兵器を

使ってはならない！」と全身全霊で訴える叫びが。

今年１月、アメリカ、ロシア、イギリス、フランス、中国の核保有５か国首脳は「核戦争に勝 者はいない。決して

戦ってはならない」という共同声明を世界に発信しました。しかし、その翌 月にはロシアがウクライナに侵攻。核兵器
による威嚇を行い、世界に戦慄を走らせました。
この出来事は、核兵器の使用が“杞憂”ではなく“今ここにある危機”であることを世界に示しま した。世界に核兵

器がある限り、人間の誤った判断や、機械の誤作動、テロ行為などによって核 兵器が使われてしまうリスクに、私たち

人類は常に直面しているという現実を突き付けたのです。
核兵器によって国を守ろうという考え方の下で、核兵器に依存する国が増え、世界はますます 危険になっています。

持っていても使われることはないだろうというのは、幻想であり期待に過 ぎません。「存在する限りは使われる」。核

兵器をなくすことが、地球と人類の未来を守るための 唯一の現実的な道だということを、今こそ私たちは認識しなけれ
ばなりません。

今年、核兵器をなくすための２つの重要な会議が続きます。
６月にウィーンで開かれた 核兵器禁止条約の 第１回締約国会議では、条約に反対の立場のオブ ザーバー国も含めた

率直で冷静な議論が行われ、核兵器のない世界実現への強い意志を示すウィー ン宣言と具体的な行動計画が採択されま
した。また、核兵器禁止条約と 核不拡散条約（ＮＰＴ） は互いに補完するものと明確に再確認されました。
そして今、ニューヨークの国連本部では、ＮＰＴ再検討会議が開かれています。この50年余り、 ＮＰＴは、核兵器を

持つ国が増えることを防ぎ、核軍縮を進める条約として、大きな期待と役割 を担ってきました。しかし条約や会議で決

めたことが実行されず、ＮＰＴ体制そのものへの信頼が 大きく揺らいでいます。
核保有国はこの条約によって特別な責任を負っています。ウクライナを巡る対立を乗り越えて、 ＮＰＴの中で約束し

てきたことを再確認し、核軍縮の具体的プロセスを示すことを求めます。

日本政府と国会議員に訴えます。
「戦争をしない」と決意した憲法を持つ国として、国際社会の中で、平時からの平和外交を展開 するリーダーシップ

を発揮してください。

非核三原則を持つ国として、「核共有」など核への依存を強める方向ではなく、「北東アジア 非核兵器地帯」構想の
ように核に頼らない方向へ進む議論をこそ、先導してください。
そして唯一の戦争被爆国として、核兵器禁止条約に署名、批准し、核兵器のない世界を実現す る推進力となることを

求めます。

世界の皆さん。戦争の現実がテレビやソーシャルメディアを通じて、毎日、目に耳に入ってき ます。戦火の下で、多
くの人の日常が、いのちが奪われています。広島で、長崎で原子爆弾が使 われたのも、戦争があったからでした。戦争
はいつも私たち 市民社会に暮らす人間を苦しめます。 だからこそ、私たち自らが「戦争はダメだ」と声を上げることが
大事です。

私たちの市民社会は、戦争の温床にも、平和の礎にもなり得ます。不信感を広め、恐怖心をあおり、 暴力で解決しよ
うとする“戦争の文化”ではなく、信頼を広め、他者を尊重し、話し合いで解決し ようとする“平和の文化”を、市民
社会の中にたゆむことなく根づかせていきましょう。高校生平 和大使たちの合言葉「微力だけど無力じゃない」を、平

和を求める私たち一人ひとりの合言葉に していきましょう。
長崎は、若い世代とも力を合わせて、“平和の文化”を育む活動に挑戦していきます。

被爆者の平均年齢は84歳を超えました。日本政府には、被爆者援護のさらなる充実と被爆体験 者の救済を急ぐよう求
めます。 原子爆弾により亡くなられた方々に心から哀悼の意を表します。

長崎は広島、沖縄、そして放射能の被害を受けた福島とつながり、平和を築く力になろうとす る世界の人々との連帯
を広げながら、「長崎を最後の被爆地に」の思いのもと、核兵器廃絶と世界 恒久平和の実現に力を尽くし続けることを
ここに宣言します。

  ２０２２年（令和４年）８月９日     長崎市長 田上 富久


